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昭
和
五
．
十
七
年
第
二
回
江
南
村
議
会
定
例
会
が
、
六
月
二
卜
八
日
招
集

さ
れ
、
二
卜
九
日
ま
で
の
二
H
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
が
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、

専
決
処
分
の
承
認
な
ど
．
．
一
件
、
議
員
提
案
が
二
件
の
計
κ
議
案
で
、
い
ず

れ
も
慎
重
審
議
の
結
架
、
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
症
人
の

方
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

▲6月28日から開かれた第2回定例会のもよう

五議案を可決・承認一一つ

甑
乙
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縫　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　　　麗　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　灘　　　　　　　雛　　　　　難　　　醗獺綴

国
保
税
条
例
の

　
　
　
　
　
一
部
改
正

　
江
南
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
う

ち
税
率
な
ど
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　
改
正
の
内
容
は
、
年
税
額
で
従
来
は

最
高
額
が
二
十
六
万
円
で
あ
り
ま
し
た

が
、
本
年
度
よ
り
課
税
の
最
高
限
度
額

が
二
十
七
万
円
と
一
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
税
率
に
つ
い
て
も
、
下
記
別
表

の
よ
う
に
改
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
低

所
得
者
に
対
す
る
軽
減
額
の
改
正
も
あ

わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

吉
岡
分
校

決
算
書
の
認
定

　
倉
F

　
昭
和
五
七
七
年
三
月
三
十
詞
日
付
，
で

解
散
さ
れ
た
熊
谷
市
ほ
か
ニ
カ
村
組
合

立
定
時
制
吉
岡
分
校
組
合
の
昭
和
五
十

六
年
度
歳
入
歳
出
決
繍
鼻
書
に
つ
い
で
、

慎
重
審
議
さ
れ
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
議
員
提
案
と
し
て
、
第
九

次
道
路
整
備
五
力
年
計
画
策
定
に
関
す

る
決
議
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
た
ば
こ
専

売
制
度
存
続
に
関
す
る
請
願
が
採
択
さ

れ
、
そ
れ
に
か
か
る
意
見
書
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

、
鑑
懸
難

鍵麟鞭難

現
況
鋸
醗
饗
驚
懸

　
　
　
　
　
閃

鱗
翻
雛
一
日
か
ら

鑛
難
　
十
日
ま
で

児
童
扶
養
手
叢
雛
懸
灘
瀕
盤
里
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を
共

に
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
す
る
人
（
母

ま
た
は
母
以
外
の
養
育
者
）
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
障

害
児
を
養
育
ず
る
人
（
父
か
母
ま
た
は

父
母
以
外
の
養
育
者
）
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

　
こ
の
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
、
毎
年
八
月

十
一
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
の
問
に
、

現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　

＼
ノ
・
叉
、

C
皆
妃

　
こ
の
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

所
得
が
所
得
制
限
基
準
額
末
満
の
場
合

は
、
そ
の
年
の
八
月
分
か
ら
翌
年
の
七

月
分
ま
で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
、
所
得

制
限
基
準
額
以
上
の
場
合
は
、
そ
の
年

の
八
月
分
か
ら
翌
年
の
七
月
分
ま
で
の

手
当
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　
証
書
に
つ
い
て
は
八
月
期
支
給
分
を

受
領
し
て
か
ら
現
況
届
と
同
時
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
・
住
民
課
へ
お
間

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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■
青
少
年
の
非
行
化
が
今
日
ほ
ど
、
社
　
　
対
策
委
員
会
」
を
結
成
、
発
足
し
、
活

会
問
題
化
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
動
し
て
お
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
児
童
・
生
徒
の
人
間
　
　
　
各
委
員
は
地
区
内
補
導
、
情
報
連
絡
、

・
性
豊
か
な
戒
長
を
願
っ
て
「
生
徒
指
導
　
　
非
行
等
に
対
し
て
適
切
な
対
応
措
置
を
’

　
　
　
　
　
　
生
徒
指
導
対
策
委
員
会
連
絡
網
（
順
不
動
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
A
、
、

　
　
　
　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
っ
て

江
南
村
生
徒
指
導
対
策
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

と
る
な
ど
　
は
ば
広
い
仕
事
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
各
地
域
の
皆
様
、
十
分
ご
活
用
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼7月14日小江川で行われた

∪鼠41』ノ

1 折　川　高　玩 御正新田1067－2 36－2655

泥’ 氏　　　名 地　　　域 ｝詣 2 橋本　義腫 〃　　1142 ψ　　0128

㌧i1、
小　沢　八　郎・ 板井679 36－2261 3 1栃　沢　り　到 ・“　1114一聾 〃β◎1窃

』2i
松　尾　英　宏 〃　『973 〃　2472 坂下）’．』－

3壷
宇治川　正　忠 ク　　704 〃　2240 1 橋　本重五郎 御正新田1gq・ 36－2052

吉　野　幸　男 診　　530 〃　2047 2 瓶「本イ　牙 〃 〃

（成沢上） ．3 栃沢正』．い 〃　，3161一 ”　300エ

1 水　野　八　郎 成　沢1074 36－3970、 4 驕一添’安徹
〃　’23を　　． 久　一2197，

2 水　野　辰　＝ 〃　　1058 〃　3895
5レ

愈橋広　之． 押　切2527－9 〃　3804 1 吉　田　シ　ゲ 須賀広535－2． 36－3497

．4 千　野　達　男 〃　　2569－4 〃　0996 2 吉　沢　朝　光 小江川2203 〃　1637

（成沢下） 3 吉　田　芳　江 須賀広251 ．〃　1858

1’ 福　田　徳　重 成　沢215 36－1976

2一’佐々木猛1治 〃　　500 〃　4891 1 志　村　利　次 野　原1186 36－2271

2
．

関　口　正　典 〃　　623 〃　0421

1 長谷川　高　雄 三　本1891 36－2180 3 水　野　光、好 〃　　835 〃　2365

2 長谷川　七　郎 〃　　684 〃　0707 4 笠　原　　　満 〃　　74 ク　1519

，3 塚　田　永 〃　　2012’ 〃　0681 （東）

40
松　本　正　作 〃　4641

10

』
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9

福　田　哲’雄 小江川1317 36－1650

（上） 2 今　井　忠 〃　　884 〃　2427

1 大　島　正　己 三　本1990－1 36－4090 （西）

’2 ・笠　原　コト子 押　切802 〃　0272 1 寺　山　　ト　モ 小江川1781 36－1980

3 松　本　誉　子 〃　　753 〃　3958
、2 佐　藤　俊　郎 〃　　1865－1 ウ05336

τ4’ 新　井　秀　幸 〃　　650 〃　3953 3 小　林　正　己 〃　　1963 、ウ　1066

（下）

1 持　田　宗　吉 押　切94 36－1325 1 今　井　は　る 千　代104 36－1683

二2’ 持　田　包　雄 ク　　145－1 〃　1574 2 上　杉　正　己 〃　　551 〃　4916

3 秋　場　幸　子 ミ〃　　425－1 〃　0530

1 柴　田　四　郎 上新田183－1 36－1392
‘
2
． 福　田　房　子 〃　　256 〃　1690 1 柴　　　芳　明 柴　　146 36－3765

3 新　井　武　寿 〃　　101－1 〃　0728 2 柴　　　幸　子 〃　　153 〃　0931

（南）

1 増　田　秀　夫 塩　　365 36－3284
’11 高　田　利　正 樋　春319－3 36－3561，

2 中　島　文　恵 〃　　432 〃　2307
「2・ 滝　田　稔　夫 『〃　　337 “　2014’

，葱
鎌　塚．善　徳 〃　　115　’ ・〃　0717 1 向　井　信　哉 南　小 乾§望＝翻3

（北）． 2 木　部　殖　夫 北　小 灘渦魏
響
1 ・』ヤ島　芳　房 樋　春1004 36－2178 3 斉　藤　常　治 江　中 糀塁＝占丑§琴

2 小　島　敏　男 “　　臼975 、〃　3422 4 田　中　裕　作 〃 32’一3358

3 馬　場　洋　二 〃　　823 〃　2669

4 馬　場　光　代 〃　　1207 〃　24呂8 20　1 教育委員会 36－5468

（

，（坂上）（順不同）

10

1

11

2
12

（成沢下）

3

13

4

14

（西）
5

15

166

7
17

（南）

18

8

19（ゴヒ）

9

20

車
に
乗
つ
た
ら
ま
ず
ベ
ル
ト
』

　
　
八
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
月
間

　
あ
な
た
は
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま
す
か

9
・　

昨
年
一
年
間
に
交
通
事
故
で
亡
く
な

っ
た
方
の
四
十
％
近
く
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
や
同
乗
者
で
す
。

　
車
に
乗
っ
て
い
て
万
が
一
事
故
に
遭

っ
た
場
合
、
そ
の
被
害
を
防
止
し
た
り

軽
減
す
る
の
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
心
身
の
疲
労
に

加
え
て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な
ど
で
マ

イ
カ
ー
の
利
用
が
増
え
、
毎
年
、
交
通

事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
　
「
面
倒
だ
か
ら
」
　
「
き
ゅ

う
く
つ
だ
」
な
ど
の
理
由
で
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
や

同
乗
者
が
大
変
多
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
八
月
は
「
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
」
が
全
国

的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
最
近
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
性
能
も
一

段
と
よ
く
な
り
、
バ
ッ
ク
ル
を
セ
ッ
ト

す
る
だ
け
で
簡
単
に
着
用
で
き
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
方
式
。
わ
ず

か
数
秒
で
着
脱
が
で
き
、
わ
ず
ら
わ
し

さ
や
束
縛
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
』

　
ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
〃
車
に
乗
っ
た
ら
、

ま
ず
ベ
ル
ト
”
を
習
慣
づ
け
て
く
だ
さ

い
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
交
通
事
故
か
ぢ
あ

な
た
の
生
命
を
守
る
“
命
の
綱
”
で
す
。
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鰯

灘

羅罎簸

韓

軽
葦
謹

　
醗
　
譲
、
聡

　
　
、
灘
憲

職
懸
　
　
　
醸
’

難i萎

灘
馨

みんなのひろばは、みなさんの

や意見でつくるページです。

近な話題、行政に対する意見、

、短歌など投稿をお待ちしてい

声
身
詩
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

ツ
少
年
団
結
団
式
行
わ
れ
る

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
灘　紙上匿名はさしつかえありませ

欝んが、原稿には住所、氏名、年齢

欝を書いてください。
譲〉送り先　江南村大字柴9－1

羅　　　　　　江南村役場／総務課

徽謝奪肥愚論
灘　　　　　　電話　　　（36）1521

鍵欝　　巽
　　　　　　　　　　　　　毯　　　　　　　　　　　　灘鐘
　　　　　　　　　　鑓一
　　　　　　雛灘　　　　　鰹雛
　　　馨
　　鰹蔓．　r、蹴汚罵欝
　　　　　　　　難、灘

　
　
ス
ポ
ー

　
さ
る
、
七
月
四
日
（
日
）
村
民
体
育

館
に
お
い
て
、
江
南
村
ス
ポ
」
ツ
少
年

団
結
団
式
が
、
多
数
の
来
賓
、
保
護
者

の
方
々
の
出
席
の
う
ち
に
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
・
　
　
σ

　
江
南
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和

、
＼

四
な
年
に
，
発
足
｝
当
初
、
江
南
中
学

校
に
十
一
団
、
南
小
一
団
、
北
小
一
団

▲入場行進
へ
■
ノ

の
計
十
三
団
で
ス
タ

ー
ト
。
途
中
、
中
学

校
の
活
動
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
南

北
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
活
動
は
、

数
年
前
か
ら
多
数
の

対
外
試
合
に
参
加
、

活
躍
す
る
な
ど
年
々

盛
ん
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
本

年
度
の
登
録
団
員
数

三
百
二
十
五
名
、
指

導
者
三
十
名
の
大
所

帯
と
な
っ
た
の
で
、

ン
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

改
め
て
、
二
つ
の
団
を
九
つ
に
分
け
、

よ
り
活
発
な
活
動
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト

し
た
わ
け
で
す
。

　
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
子
供
達
の
活
躍

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
九
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
サ
ッ
カ
ー
）
　
江
南
キ
ッ
カ
ー
ズ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
／
F
C
江
南
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
／
N
F
C
江
南
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
野
球
）
　
江
南
フ
レ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
／
江
北
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

（
バ
レ
ー
）
　
江
南
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
／
江
北
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

（
、
・
二
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
）
　
江
南
ミ
ニ
バ

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
／
江
北
エ
ン
ジ
エ

ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　　　　　テ　　舞毒

作驚遙盆

（保育所）

》
＼

おともだち）・のもとみちこ（おばあちやん）　いのうえともこ

おとうさん）　いいじままゆみ　　（わたしのかお）おりかわあきこ　　（ママ）　おおさわこずえ
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f
が

㎜
灘
撒
欝
魏
纒
癒
．
顯
懸
鐵
縷
墾
懇
欝
難

第
三
十
二
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

▲講演会のもよう
　
第
三
十
二
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
が
七
月
一
日
か
ら
七
日
三
十
一
日
ま

で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
の
目
的
は
国
民
一
人
一
人

が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
、
つ
い
て
理
解
を
．
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
運
動
で
す
。

　
江
南
村
で
も
こ
の
運
動
の
一
貫
と
し

て
、
さ
る
七
月
十
日
、
北
小
学
校
体
育

館
で
熊
谷
警
察
署
長
の
宮
寿
保
夫
氏
に

よ
り
「
覚
せ
い
剤
の
恐
怖
」
と
題
す
る

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
二
百
人
以
上
の
方
々
が
、
大

変
む
し
暑
い
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十

一
時
か
ら
の
講
演
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
．
た
。

こうなん文芸一一
風
そ
よ
ぐ
水
田
の
畔
に
自
鷺
の

　
し
ば
し
仔
み
飛
び
立
ち
て
行
く

雨
音
に
負
け
じ
と
蛙

　
　
　
　
鳴
き
止
ま
ず

石
仏
お
し
ろ
い
花
に

　
　
　
　
う
も
れ
け
り

食
足
り
て
熟
れ
し
桑
の
実

　
　
　
　
落
つ
る
ま
ま

鳥
羽
湾
の
小
島
巡
り
や

　
　
　
　
春
が
す
み

押
切
　
新
井
さ
ん
　
作

※
み
な
さ
ん
の
投
稿
作
品
を

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

遠
慮
な
く
役
場
・
広
報
係

ま
で
連
絡
を
！

、

汐
Or

ド
．

／、／

ー
k

鎌　．翻

　　u
／懲

楽、

＼
慈

ゲ
～
　
　
〆

囮
ア
、

械
　
、
”

ヤ
｝
『
　
．
、
癩

洋
ぞ
ヤ
、
？

芦ぷ》、

一

喚
〔
⇒
臓
）
の
．
仁
給

豊1・

　
　
　
　
　
　
が
ま

揮
　
電
気
釜

　
　
　
、
話
緯
ん

撫
，
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
（
芦

　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
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1（
～
～
1㌧、
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～
～
～
～
～
～
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5

5
5
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歳嚥、

♀

　
〃
草
木
も
眠
る
丑
三
つ
時
、
雨
の

そ
ぼ
降
る
柳
の
蔭
に
、
足
元
の
お
ぼ

ろ
げ
な
人
の
姿
が
ス
ー
ッ
と
現
れ
て
”

と
い
っ
た
調
子
の
怪
談
は
、
夏
、
特

に
お
盆
シ
ー
ズ
ン
。
ぞ
く
っ
と
す
る

気
分
で
涼
し
さ
を
味
わ
お
う
と
い
う

わ
け
で
す
が
、
ど
う
も
現
代
っ
子
に

は
ピ
ン
と
こ
な
い
よ
う
で
す
。

　
劇
画
や
映
画

で
ど
ぎ
つ
い
シ

ー
ン
に
慣
れ
て

い
る
せ
い
も
あ

り
、
ま
た
最
近

は
、
家
の
構
造
も
変
わ
っ
て
、
夜
中

に
家
の
外
の
暗
い
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
な
く
な
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う
。

　
怪
談
は
、
昔
か
ら
説
話
文
学
な
ど

の
形
で
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
充
が
、

講
談
や
芝
居
で
怪
談
が
盛
ん
に
な
っ

た
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
。

け
ん
こ
ん
ほ
う

乾
坤
坊
良
斎
が
自
作
自
演
し
た
「
四

谷
怪
談
」
、
三
遊
亭
円
朝
の
「
牡
丹

灯
籠
」
・
な
ど
が
特
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
町
人
た
ち

の
間
で
、
夏
の
夕
方
、
怪
談
の
上
手

　
　
　
　
　
　
　
　
ば
な
し

怪
談
咄

な
人
が
話
し
て
聞
か
せ
、
度
胸
試
し

を
す
る
な
ど
の
楽
し
み
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
最
近
は
ク
ー
ラ
ー
の
普
及
で
、
涼

味
を
怪
談
に
求
め
る
必
要
が
な
く
な

っ
た
と
い
う
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
お

化
け
の
出
る
話
は
あ
ま
り
聞
き
ま
せ

ん
。　

で
も
、
今
様
怪
談
で
、
道
路
に
幽

霊
が
出
る
話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
確
か
に
そ

こ
が
交
通
事
故
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ

っ
だ
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
夜
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
、
道
路
の

　
　
　
　
　
　
　
　
照
明
や
周
囲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
明
か
り
の
具
合

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
で
、
奇
怪

　
　
　
　
　
　
　
　
な
像
（
ゴ
ー
ス

ト
）
と
な
っ
て
見
え
る
ー
ー
と
い
う

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
錯

覚
を
起
こ
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
蕊

り
、
事
故
の
原
因
に
な
る
I
I
こ
の
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渚
し
　
　
　
～

よ
う
な
道
路
は
、
怪
談
咄
と
一
笑
に
～

付
さ
な
い
で
、
点
検
し
た
方
が
よ
さ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　　　　　そ
　　　　　う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　～　　　　　　　　～　　　　　　　～　　　　　　～　　　　　～　　　　～　　　～　　～　～～　　　　　　　　’●r』一　　　　　　　～　　　　　　～　　　　　～　　　　～　　　～　　～　～～
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謙◎聴串場

・問い合わせはr一一r●

　詳しくは、下記にお問い合1

　せください。

役　　場（36）1521
体　育　館（36）54681
浄水場（36）47401
1老人センター（36）5600

清掃センター（36）5745

奪
ヤ
フ
！

』！ノ

＼　ノ

＼

夏休み中にフィルム　i
　映写機を貸し出し　　i
　大里広域視聴覚センターでは、　1
夏休み期間中、数多くの映画フィ
ルムと映写機の貸し出しをいたし　i

ます。　　　　　　　　　　i
　利用期間は3日から5日間程度。i
子供会、自治会、地区各種サーク　i

ルなどの団体で、教育委員会又は　i

視聴覚センターヘ申し込んでくだ　i

さい。　　　　　　　　　　　　　：
●お問合せは熊谷市役所7階　　　i

電話　23－1638　　　　　　　1

運転免許証の更新手続　　i
が便利に！（蓋巖腎験場）　i

　免許証の更新手続きと講習が、

大宮試験場で土曜日（午後）と日曜

日に半日（約3時間）ですみます。

O予約　すべて電話予約とし、来場を
　希望する日の1ヵ月前から予約
　センターで受け付け。

O予約電話と問合せ
　（0486）24－5331（代表）

○予約受付日

　月曜日～金曜日（休日除く）

　の午前9時～午後5時
O申請に必要なもの
　1．申請書1通（試験場に用意
　　してあります。）

　2．写真1枚（3cm×4cm）
　3．更新手数料2，000円

アーチェリーを
やつてみませんか！！

　熊谷アーチェリー協会では、た

だいま会員募集中です。あなたも

アーチェリー（洋弓）に挑戦して

みませんか。　初心者大歓迎！

○連絡先

　熊谷市拾六間845－43　熊谷市
　アーチェリー協会、佐藤良一
　まで。電話32－7703
0練習場

　熊谷市勤労青少年ホーム（体
　育館）
○練習日

　毎週水曜日、午後6時30分～

　　　　　　9時

埼玉県警察官及び
交通巡視員の募集

○採用予定人員

　男子警察官　約255人
　婦人　〃　　約　30人
　交通巡視員　約　25人
O受験資格
　〉警察官A

　昭和30年4月2日以降に
生れた男子で大学を卒業し

　た者又は卒業見込みの者。

〉警察官B
　昭和30年4月2日から昭
和40年4月1日までに生れ

　た男子で上記A以外の者。
1〉婦人警察官及び交通巡視員

　　　昭和33年4月2日から昭
　　和40年4月1日までに生れ
　　た女子。

O受付期間
　昭和57年8月2日（月）～9月
　10日（金）

O試験日・会場
　昭和57年10月3日（日）

　浦和実業学園高校（浦和市）
O採用年月日

　昭和58年4月予定。
　なお詳しくは熊谷警察署警務課
21－0042内線（206）又は駐在所へ。

危険物取扱者試験と
準備講習会のお知らせ

　危険物取扱者試験及び準備講習
会が次のとおり行われます。

O試験日　10月24日（日）

O場　所・熊谷市立富士見中学校
○試験区分　甲種、乙種全類、丙種

※受験案内及び願書は熊谷地区消

　防本部予防課にあります。

○講習会の日　9月21、22日の2
　　　　　　日間。
O講習会場　深谷市立体育館
※申込書は消防本部予防課にあり

　ます・9月10日から18日まで受
　付けます。　（日曜、祝日、土曜
　午後を除きます。）

0受講料4，000円他にテキスト代
として約300円。

　試験及び講習についてのお問合
せは消防本部予防課へ。電話22－4445

　
防
衛
庁
で
は
自
衛
官
（
二
等
陸
・
海

・
空
士
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

O
受
験
資
格

　
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
十
八
歳
以
上

　
二
十
五
歳
未
満
の
者

O
身
　
分

　
　
特
別
職
国
家
公
務
員

0
給
　
与

　
　
初
任
給
九
万
六
千
二
百
円
、
賞
与

　
年
三
回
（
四
、
九
ヵ
月
分
）

○
特
典

　
　
技
術
教
育
で
各
種
国
家
免
許
取
得

　
や
、
許
可
さ
れ
れ
ば
大
学
二
部
、
定

　
時
制
高
校
等
へ
の
通
学
、
通
信
教
育

　
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

O
問
合
せ

　
　
熊
谷
募
集
事
務
所
・
（
電
）
二
二
－

　
四
八
五
五
か
役
場
住
民
課
へ
。
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＼
ー

　
　
．
繁
A

住
廉
榛
議
螢
受
幡
叢
曝
薦
う

　
八
月
十
六
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
実
施

　
成
人
病
の
予
防
に
は
、
何
と
い
っ
て

も
日
頃
の
健
康
管
理
と
早
期
発
見
が
大

事
で
す
。
異
状
が
自
覚
さ
れ
な
く
て
も

定
期
的
に
年
一
回
は
健
康
診
断
を
受
け

た
い
も
の
、
も
し
異
状
が
見
つ
か
っ
て

も
、
し
っ
か
り
管
理
す
也
ば
健
康
な
人

と
変
ら
な
い
生
活
が
で
き
ま
す
。

　
江
南
村
で
は
今
年
も
住
民
検
診
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
一
人
で
も
多
く
の
方
に
検
診

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
　
お
願

い
し
ま
す
。

O
対
象
者

　
二
十
歳
以
上
（
事
業
所
へ
勤
務
し
て

い
る
者
及
び
学
生
は
除
く
）

O
検
査
項
目

　
X
線
検
査
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

肺
活
量
、
体
重
・
身
長
、
健
康
相
談
。

O
時
　
間

　
午
前
九
時
三
十
分
ー
十
一
時
三
十
分

　
午
後
一
時
ー
三
時

※
指
定
会
場
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

は
他
の
会
場
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
問

合
せ
は
役
場
・
住
民
課
へ
（
内
線
2
4
）

（
聯翔沁

轟
舞

溝

　
最
近
消
防
署
の
職
員
の
よ
う
な
身
な

り
を
し
、
　
「
消
防
署
か
ら
来
ま
し
た
。

消
火
器
は
必
ず
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
と
言
っ
て
消
火
器
を
売
り
つ
け

る
悪
質
な
業
者
が
出
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
お
年
寄
り
の
留
守
番
宅
が
狙

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
一

般
家
庭
に
消
火
器
は
必
要
で
す
が
設
置

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
業
者
に
は
十
分
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
父
署
蔓
§
騒
§
§
§
§

国
民
年
金
の

　
　
　
　
　
繰
り
上
げ
請
求

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢

年
金
は
、
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。　

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
六
十
歳
か

ら
六
十
四
歳
の
間
に
希
望
し
て
も

繰
り
上
げ
て
支
給
が
受
け
ら
れ
ま

す
。　

で
も
、
そ
の
年
金
額
は
六
十
五

歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
額
に
く
ら
べ

四
十
二
％
か
ら
十
一
％
が
、

っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

考
え
て
、
申
請
を
す
る
よ
う
に
し
で
く

だ
さ
い
。

福
祉
年
金
を
受
け
取
っ

　
　
た
ら
証
書
の
提
出
を

　
福
祉
年
金
の
証
書
に
は
、
今
年
の
八

年金から

年
齢
に
よ

　
そ
し
て
い
っ
た
ん
繰
り
上
げ
支
給
を

受
け
る
と
、
取
り
消
し
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
時
は
、
よ
く

月
期
支
払
分
ま
で
の
金
額
が
記
入

さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
五
十
七
年
度
分
に
0
い
て
は
、

皆
さ
ん
か
ら
福
祉
年
金
定
時
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
年
金
が
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
て
、

証
書
へ
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
福
祉
年
金
の
受
給
者
は
、
八
月
期
支

払
分
を
受
け
た
の
ち
、
役
場
の
指
示
に

し
た
が
っ
て
、
証
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
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　まえるにほ
　　　　　1

　
ド
ロ
ボ
ー
と
い
い
ま
し
て
も
自
転
車

ド
ロ
ボ
ー
か
ら
大
が
か
り
な
金
庫
破
り

ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
県
内
の
昨
年
（
昭
和
五
十
六
年
度
）

中
の
下
ロ
ボ
ー
被
害
は
実
に
五
万
件
、

被
害
総
額
も
約
三
十
億
円
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
熊
谷
警
察
署
管
内
だ
け
で
も
約

●

二
千
件
、
一
日
平
均
四
ー
五
件
も
の
ド
㎜
難

ロ
ボ
ー
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
欄

ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
約
三
十
パ
ー
セ

ン
ト
は
屋
内
に
侵
入
す
る
あ
き
巣
ね
ら
謙

い
や
忍
込
み
な
ど
、

わ
り
す
る
危
険
な
ド
ロ
ボ
ー
で
す
。
　
㎜
蕪
∞
∞

　
．
被
害
に
あ
っ
た
と
き
、
ド
ロ
ボ
ー
で
黙
総

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
不
審
な
者
を
見
羅
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
織
皆
継
程
裂
馳
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

場
に
急
行
し
捜
査
に
当
た
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
．

強
盗
な
ど
に
早
変
購

．
農
家
の
み
な
さ
ん
へ

農
地
の
貸
借
関
係
調
査
に
ご
協
力
を
！

　
今
年
も
、
農
地
法
第
八
十
四
条
に
基

づ
き
》
農
地
の
小
作
地
の
所
有
状
況
の

調
査
（
い
わ
ゆ
る
八
四
調
査
）
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
八
月
一
日
現
在
の
村

内
の
全
農
家
を
対
象
に
実
施
し
、
農
地

の
貸
借
関
係
を
把
握
す
る
た
め
の
も
の

で
、
調
査
結
果
は
九
月
一
日
か
ら
三
十

日
ま
で
農
業
委
員
会
事
務
局
で
縦
覧
に

供
し
ま
す
。
大
切
な
調
査
で
す
の
で
、

も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

鞭難f竃

師襲

“
、
妻
途
’
マ
磁
、
　
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ひ
「
止

　
血
法
」
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
①
直
接
圧
迫
に
よ
る
止
血

　
　
消
毒
し
た
ガ
ー
ゼ
な
ど
を
直
接
傷
口

　
　
に
当
て
、
．
そ
の
上
か
ら
手
や
指
で
強
く

　
押
さ
え
ま
す
。
血
の
出
て
い
る
個
所
が

繍
手
や
足
の
場
合
に
は
、
体
位
を
う
ま
く
，

慧
と
っ
て
心
臓
よ
り
高
い
位
置
に
傷
口
を

灘
蕪
持
っ
て
い
く
と
、
血
が
止
ま
り
や
す
く

．
難
な
り
ま
す
。

　
　
止
血
し
な
が
ら
、
一
方
で
他
の
部
分

難
螺
の
応
急
手
当
て
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

け
　
　㎜

羅
い
と
き
は
、
包
帯
や
三
角
巾
を
使
っ
て

彗
　
　
止
血
法

柵
曽
怒
肖

㎜
鱗
　
わ
た
し
た
ち
の
体
は
、
一
度
に
た
く

　
　
　

蕪
囎
さ
ん
の
血
液
が
失
わ
れ
る
と
、
非
常
に

　
ロ
　
ぽ

．
灘
危
険
な
状
態
に
陥
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
・
産
業
課
（
内

線
計
，
〉
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ト
　
ー

　
　
　
こ
ん
な
遊
び
は

夏
休
み
．
　
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰐
豊
軋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
勒
隔
偲

㎜
灘
『
傷
口
を
し
ば
り
ま
す
。

灘
灘　

　
そ
の
場
合
、
強
く
結
び
す
ぎ
た
り
、

ぶ
ロ
ぶ
び

∞∞∞∞
灘
難
結
び
目
が
傷
口
の
上
、
に
こ
な
い
よ
う
注

ロ
ぬ
　
ゆ

驚
鰍
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

難
㎜
　
②
関
接
圧
迫
に
よ
る
止
血

綴
甥
鰯
沖

　
　
キ
ケ
ン
で
す
．

　
　
心
臓
の
鼓
動
に
合
わ

　
…
　
∞
せ
て
血
が
出
る
と
き
は
、

　
雛
動
脈
を
損
な
つ
て
い
る

　
．
．
．
り
に
く
い
も
の
で
す
。
・

難
．
証
拠
で
、
出
血
は
止
ま

跡

隣
　　　　詩
　　　　鱈、

　　　　瞠、
　ア勒、職層蹴胤

畿
㎜
灘
、

義

　
で
押
さ
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
．
叢
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ゑ

き
《
り
③
止
血
帯
に
よ
る
止
血
　
　
　
　
　
難
饗

　
　
①
、
②
の
方
法
で
血
が
止
ま
ら
な
い
欝
繍

　
と
き
、
手
足
の
傷
に
限
り
「
止
血
帯
」
難
墾

　
　
の

　
を
使
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
藩
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
　
　
　
　
ヤ

　
　
止
血
帯
と
し
て
は
包
帯
、
三
角
巾
、
ー

　
手
ぬ
ぐ
い
、
緊
急
の
場
合
に
は
ネ
ク
タ
難
㎜

　
イ
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
用
い
ま
す
。
た
鱗
灘

　
だ
し
、
あ
ま
り
細
い
も
の
は
体
に
食
い
鞭
灘

　
　
込
む
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
止
血
帯
は
手
や
足
の
付
け
根
に
巻
き
難
　

　
　
ま
す
。
ま
ず
、
三
角
巾
や
手
ぬ
ぐ
い
を
難
照

　
　
一
ー
二
回
巻
い
て
軽
く
結
び
、
結
び
目
難
難

　
　
に
棒
な
ど
を
差
し
込
ん
で
、
ね
じ
り
な
癖
㎜

　
　
が
ら
血
の
止
ま
る
ま
で
締
め
て
い
き
ま
灘
轍

　
　
す
。

　
　
止
血
帯
を
巻
い
て
お
け
る
の
は
、
手
雛
蕪

　
　
で
一
時
間
、
足
は
三
時
間
ぐ
ら
い
が
限
謙
難

　
　
度
で
、
そ
れ
以
上
は
危
険
で
す
。
医
師
濡
難

　
　
に
引
き
渡
し
た
場
合
、
い
つ
止
血
が
行
懸
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
す
　
が

　
　
わ
れ
た
か
分
か
る
よ
う
、
止
血
帯
に
は
雛
㎜

　
　
止
血
を
始
め
た
時
問
を
記
入
し
て
お
き
撒
雛

し
ま
し
ょ
う
。
　
し
記
　
　
　
　
講
㎜
、

差
　
　
　
　
　
定
明
　
　
　
　
　
難
㎜

を
む
　
　
　
　
固
を
　
　
　
　
難
難

棒
込
　
　
　
　
を
間
　
　
　
　
　
纒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯
4
　
　
鰻
雛
“

人
事
消
息

敬
称
略
　
％
ー
％
届
出

お
誕
生
（
カ
ッ
コ
内
保
護
者
）

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

御
正
新
田

川
崎
　
裕
太
　
長
男
（
利
　
幸
）

押
　
切

金
子
睦
　
長
女
（
一
美
）

小
江
川

大
久
保
亜
紀
　
三
女
（
繁
　
夫
）

千
代

吉
田
　
彩
子
　
長
女
（
圭
　
良
）

ご
逝
去
（
カ
ッ
コ
内
・
年
齢
）

　
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

押
　
切

青
木
　
清
四

舟
山
　
正
人

水
野
　
利
悦

75　37　54

　
㎜
㎜
○
広
報
へ
の
御
意
見
、
御
希
望
、

　
　
　
投
稿
作
品
や
写
真
等
を
お
待
ち

　
　

　
ウ、

、
・
　
し
て
お
り
ま
す
。

鵬簿
　
　
　
琳
マ

　
　
　
（
あ
て
先
）

雛
鮒
鰍
題

禦
き
　
　
係
。

　
り
　
ヘ
マ

蒙
馨
　
　
（
電
話
）
三
六
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一
五
二
一

粥
・




